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「主体的・対話的で深い学び」とは何か




平成 29 年 3 月、幼稚園教育要領、小学校学習指導要領、中学校学習指導要領が 9 年ぶりに改
訂され告示された（高等学校学習指導要領の改訂と告示は平成 30 年春の予定）。平成 26 年 11
月の文部科学大臣の中央教育審議会への諮問とそれに対する平成28年 12月の答申＊1 を受けて






































































































































































































































＊ 8　Mead, G.H., Mind, Self and Society from the Standpoint of a Social Behaviorist, University of Chicago 
Press, 1934.
＊ 9　ヴィゴツキー　前掲書。
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とることに心を砕いている。
さらに、そうした教師は、子どもの発言を聴くときに、その発言が教材のどの部分から触発
されて生まれたものなのか、その発言が級友のどの発言に呼応して生まれたものなのか、その
発言がその子どもの以前の発言や考えとどのように関連して生まれたものなのかという三つの
関係において受けとめる努力をしている。一つひとつの発言が、子どもと教材、子どもと子ど
も、子ども自身という三つの対話の網の目の中で認識されているのである＊ 10。
このように、教師が聴き方のモデリングの役割を果たすことによって、子どもは自分の個別
的な語りに誇りをもつようになるとともに他者である級友の語りに耳を傾けるようになり、そ
の他者の視点から自分自身の内側にあるイメージや認識を対象化して、反省的な思考を遂行で
きるようになるのである。
＊ 10　対話的実践としての「学び」を生み出す教師の聴き方については、次の文献に詳しい。石井順治・小
畑公志郎・佐藤雅彰『授業づくりで子どもが伸びる、教師が育つ、学校が変わる』明石書店、2017 年。
